








要旨 紫斑病性腎炎89例の臨床経過について,retrospectiveに調査・検討した。1～14年(中

央値 4 年 9 ヵ月)の観察で,9 例が腎不全に移行し,5 例が活動性腎炎の状態にあり,42 例が

尿所見正常となった。腎不全移行例はネフローゼ症候群に急性腎炎症候群を伴うもの,6 ヵ

月以上ネ症の持続するものが多く,腎組織所見は,ISKDC分類のⅡB1例,ⅢB1例,ⅣB1例,VB2

例,未施行 4 例で,ⅢB 以上・25%以上の crescent を有する例に積極的な治療が必要と思わ

れた。14 例に一旦軽快後の悪化がみられ,上気道感染・紫斑病再発・高血圧が増悪因子と

考えられた。ステロイド剤の効果は明らかでないが,重症例には十分量を早期に使用すべき

と思われる。 


